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　　　＜サービス圏域＞
●市域全体
　市域全体の市民を対象としている施設です。

●複数地区
　「市域全体」と「地区」の中間で、公共交通を利用してアクセス可能な複数地区の
　市民が主に利用する施設や道路状況を勘案したアクセス可能な複数地区に行政サー
　ビスを提供するための施設です。

●地区
　身近なところで普段の生活に必要な行政サービスを提供することができる場所及び
　住民に最も身近な範囲でサービスを提供することができる場所で、地区の市民が主
　に利用する施設です。

●地区（特定地域）
　地理的な条件などから民間での行政サービスが及んでいない特定の地区に配置する
　施設です。
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小江原地区ふれあいセンター・・・・・・・・・・・・・・P６

いこいの里・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P１

【市域全体】

小江原中学校、式見中学校・・・・・・・・・・・・・・・P17

さくらっ子ハウス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P20

手熊地区ふれあいセンター・・・・・・・・・・・・・・・P５

老人憩の家式見荘・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P10

老人憩の家舞岳荘・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P11

小江原小学校、桜が丘小学校・・・・・・・・・・・・・・P15

手熊学童クラブ・てぐまっこ、つくしんぼクラブ・・・・・P19

式見小学校、手熊小学校・・・・・・・・・・・・・・・・P14

式見地区ふれあいセンター・・・・・・・・・・・・・・・P４

【地区】

市民利用型施設





3～11月

12～2月

○

○

気になる点

駐車場 1,619台

R元年間利用者数 289,664人

R元年間コスト 116,007,363円

入口スロープ

良い点

多目的トイレ 〇

エレベーター ×

休館日：12月～2月の水曜日（冬休み期間を除く）

市域全体 レクリエーション

敷地面積 493,879㎡

開館時間

いこいの里 外観

施設について

豊かな自然及び多様な施設を活かした遊
び、体験、交流等の場を提供することに
より、子どもの健やかな成長を育むとと
もに、市民のレクリエーションの場とし
ての施設です。

10：00～17：00

9：30～18：00

 地震に耐えられる建物(耐震性)

気になることを

メモしましょう
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（1）利用状況

①営業1日当たりの利用者数（R1）

（2）コスト状況

①施設別の年間コスト（R1）

市域全体 レクリエーション
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②利用者1人当たりのコスト（R1）

市域全体 レクリエーション

400
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研修室

※写真

施設について

住民の皆さんの教養の向上を図り、文化
の振興や社会福祉の増進を行うための施
設です。
式見地域センター、北消防署式見出張所
が併設されています。

現在の使い方

調理室

研修室
1～4

主に食生活改善推進員の活動や各種料理
教室で使用されています。

地域の行事・集会・会議や学習グループ
で使用されています。

入口スロープ ○

○ 地震に耐えられる建物(耐震性)

主に図書の貸し出しで使用されていま
す。

避難所 ○

654㎡

地区 コミュニティ

経過年数 38年

開館時間
9：00～17：00

（休館日：月曜日、年末年始）

施設の部屋

床面積

建築年月 1983年(昭和58年)3月

図書室

式見地区ふれあいセンター

※写真

※写真

研修室

外観

気になる点

多目的トイレ ×

エレベーター ○

R1年間利用者数 8,202人

R1年間コスト 6,689,970円

良い点

駐車場 6台（式見地域センターと共用）

気になることを

メモしましょう
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駐車場 10台

気になる点

R1年間利用者数 1,651人

R1年間コスト 4,371,425円

良い点

入口スロープ ×

多目的トイレ ×

エレベーター ×

経過年数 46年

避難所 ○

 地震に耐えられる建物(耐震性) ○

床面積 283㎡

図書室
主に図書の貸し出しで使用されていま
す。

建築年月 1975年(昭和50年)3月

地区 コミュニティ

手熊地区ふれあいセンター 外観

施設について
住民の皆さんの教養の向上を図り、文化
の振興や社会福祉の増進を行うための施
設です。

現在の使い方

施設の部屋

研修室
1～3

地域の行事・集会・会議や学習グループ
で使用されています。

開館時間
9：00～17：00

（休館日：月曜日、年末年始）

気になることを

メモしましょう
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主に食生活改善推進員の活動や各種料理
教室で使用されています。

図書室

施設の部屋

内観

地区 コミュニティ

小江原地区ふれあいセンター 外観

施設について
住民の皆さんの教養の向上を図り、文化
の振興や社会福祉の増進を行うための施
設です。

研修室
1～3

地域の行事・集会・会議や学習グループ
で使用されています。

床面積 560㎡

現在の使い方

入口スロープ －

○ 地震に耐えられる建物(耐震性)

主に図書の貸し出しで使用されていま
す。

建築年月 2000年(平成12年)3月

経過年数 21年

開館時間
9：00～17：00

（休館日：月曜日、年末年始）

調理室

避難所 ○

気になる点

多目的トイレ ×

R1年間利用者数 27,939人

R1年間コスト 7,687,640円

良い点

エレベーター ○

20台駐車場

気になることを

メモしましょう
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（1）利用状況

①開館1日当たりの利用者数（R1）

地区 コミュニティ

101

29

6
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（2）コスト状況

①施設別の年間コスト（R1）

地区 コミュニティ

4,371,425

6,689,970

7,687,640
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②利用者1人当たりのコスト（R1）

地区 コミュニティ

2,648

816

275
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地区 老人憩の家等

老人憩の家　式見荘 外観

施設について
高齢者の方が入浴を行ったり、談話やグ
ループ活動、サークル活動などを通して
健康の増進を図るための施設です。

現在の使い方

浴室
主に一般高齢者の入浴に使用されていま
す。

※写真

大広間

※写真

開館時間
10：00～16：30

（休館日：日祝日、年末年始）

和室
主に短歌等のサークル活動や入浴後の休
憩室として使用されています。

 地震に耐えられる建物(耐震性) ○

施設の部屋 大広間
主に教養講座や地区の老人会の会合など
で使用されています。

入口スロープ ×

床面積 365㎡

建築年月 1993年(平成5年)12月

経過年数 27年

多目的トイレ ×

エレベーター ×

駐車場 6台

気になる点

R1年間利用者数 10,862人

R1年間コスト 5,241,798円

良い点

気になることを

メモしましょう

 10



駐車場 20台

経過年数

 地震に耐えられる建物(耐震性) ○

入口スロープ ×

多目的トイレ ×

エレベーター ×

気になる点

R1年間利用者数 3,657人

R1年間コスト 5,091,137円

良い点

床面積 226㎡

建築年月 1993年(平成5年)3月

28年

和室
主に短歌等のサークル活動や入浴後の休
憩室として使用されています。

※写真

開館時間
10：00～16：30

（休館日：日祝日、年末年始）

施設の部屋

浴室
主に一般高齢者の入浴に使用されていま
す。

大広間

大広間
主に教養講座や地区の老人会の会合など
で使用されています。

地区 老人憩の家等

老人憩の家　舞岳荘 外観

施設について
高齢者の方が入浴を行ったり、談話やグ
ループ活動、サークル活動などを通して
健康の増進を図るための施設です。 ※写真

現在の使い方

気になることを

メモしましょう
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（1）利用状況

①開館1日当たりの利用者数（R1）

（2）コスト状況

①施設別の年間コスト（Ｈ30）

地区 老人憩の家等

37

13

5,091,137

5,241,798
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②利用者1人当たりのコスト（R1）

地区 老人憩の家等

1,392

483
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経過年数 47年

避難所

地区 学校

式見小学校 外観

施設について
心身の発達に応じて、義務教育として行
われる普通教育のうち基礎的なものを
行っています。

床面積 3,690㎡

建築年月 1973年(昭和48年)9月

○

入口スロープ ×

多目的トイレ ×

 地震に耐えられる建物(耐震性) ○

エレベーター ×

R2年児童数 58人

R1年間コスト 10,407,882円

良い点

気になる点

手熊小学校 外観

経過年数 58年

避難所 ○

施設について
心身の発達に応じて、義務教育として行
われる普通教育のうち基礎的なものを
行っています。

床面積 2,439㎡

建築年月 1963年(昭和38年)3月

 地震に耐えられる建物(耐震性) ○

入口スロープ ×

多目的トイレ 〇

エレベーター ×

良い点

気になる点

R2年児童数 37人

R1年間コスト 7,086,140円

気になることを

メモしましょう

気になることを

メモしましょう

 14



多目的トイレ 〇

エレベーター 〇

気になる点

R1年児童数 295人

R1年間コスト 13,236,520円

良い点

31年

避難所 ○

入口スロープ ×

良い点

 地震に耐えられる建物(耐震性) ○

気になる点

桜が丘小学校 外観

施設について
心身の発達に応じて、義務教育として行
われる普通教育のうち基礎的なものを
行っています。

床面積 6,762㎡

建築年月 1990年(平成2年)3月

経過年数

エレベーター ×

R2年児童数 186人

R1年間コスト 10,389,721円

入口スロープ ×

多目的トイレ ×

 地震に耐えられる建物(耐震性) ○

経過年数 44年

避難所

地区 学校

小江原小学校 外観

施設について
心身の発達に応じて、義務教育として行
われる普通教育のうち基礎的なものを
行っています。

床面積 4,854㎡

建築年月 1977年(昭和52年)2月

○

気になることを

メモしましょう

気になることを

メモしましょう
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（1）コスト状況

①施設別の年間コスト（R1）

地区 学校

13,236,520

10,407,882

7,086,140

10,389,721
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気になる点

良い点

R1年間コスト 10,663,725円

外観式見中学校（R2.3.31閉校）

良い点

気になる点

地区 学校

小江原中学校 外観

施設について
小学校の教育を基礎とし、小学校の過程
を終了した生徒に心身の発達に応じて、
普通教育を行っています。

床面積 5,373㎡

建築年月 1983年(昭和58年)3月

経過年数 38年

エレベーター ×

R2年生徒数 301人

○

入口スロープ ×

多目的トイレ ×

 地震に耐えられる建物(耐震性) ○

避難所

気になることを

メモしましょう

気になることを

メモしましょう
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（1）コスト状況

①施設別の年間コスト（R1）

地区 学校

10,663,725

9,092,712
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9,044,940円

R1月平均登録者数

R1年間コスト

28人

○ 地震に耐えられる建物(耐震性)

入口スロープ ×

多目的トイレ ×

地区 放課後児童クラブ

建築年月 1975年(昭和50年)3月

経過年数 46年

床面積 63㎡

手熊学童クラブ・てぐまっこ（手熊小学校）

施設について

保護者が労働等により昼間家庭にいない
小学校に就学している児童に対して、授
業の終了後等に適切な遊びや生活の場を
与えて、その健全な育成を図るために設
置されています。

内観

建築年月 1977年(昭和52年)2月

良い点

気になる点

つくしんぼクラブ（小江原小学校）

施設について

保護者が労働等により昼間家庭にいない
小学校に就学している児童に対して、授
業の終了後等に適切な遊びや生活の場を
与えて、その健全な育成を図るために設
置されています。

床面積 161㎡

外観

経過年数 44年

入口スロープ ×

 地震に耐えられる建物(耐震性) ○

多目的トイレ ×

気になる点

R1月平均登録者数 34人

R1年間コスト 8,744,298円

良い点

気になることを

メモしましょう

気になることを

メモしましょう
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気になる点

R1月平均登録者数 70人

R1年間コスト 21,435,259円

良い点

 地震に耐えられる建物(耐震性) ○

入口スロープ ×

多目的トイレ ×

床面積 172㎡

建築年月 1993年(平成5年)3月

経過年数 28年

地区 放課後児童クラブ

さくらっ子ハウス（桜が丘小学校） 外観

施設について

保護者が労働等により昼間家庭にいない
小学校に就学している児童に対して、授
業の終了後等に適切な遊びや生活の場を
与えて、その健全な育成を図るために設
置されています。

気になることを

メモしましょう
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（1）利用状況

①月平均登録者数（R1）

地区 放課後児童クラブ

70

34

28
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（2）コスト状況

①施設別の年間コスト（R1）

地区 放課後児童クラブ

21,435,259

8,744,298

9,044,940
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②利用者1人当たりのコスト（R1）

地区 放課後児童クラブ

257,185

307,047

323,034
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【市域全体】

小江原住宅、小江原第2住宅、城山台住宅、小江原第3住宅・・・P24

都市基盤施設





床面積 8,887㎡ 床面積 29,289㎡

戸数 103戸 戸数 520戸

建築年 1994年 建築年 1973年

経過年数 26年 経過年数 47年

床面積 2,608㎡ 床面積 7,556㎡

戸数 27戸 戸数 104戸

建築年 1995年 建築年 1989年

経過年数 25年 経過年数 31年

市域全体 市営住宅

小江原住宅 外観 小江原第2住宅 外観

地震に
耐えられる建物

（耐震性）
○

地震に
耐えられる建物

（耐震性）
○

H31.4
入居戸数

99戸
H31.4

入居戸数
401戸

R1
年間コスト

7,323,724円

城山台住宅

R1
年間コスト

5,226,787円
R1

年間コスト
4,882,455円

外観 小江原第3住宅

良い点

気になる点

外観

地震に
耐えられる建物

（耐震性）
○

地震に
耐えられる建物

（耐震性）
○

H31.4
入居戸数

24戸
H31.4

入居戸数
98戸

R1
年間コスト

936,266円

気になることを

メモしましょう
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（1）利用状況

①施設別入居率

市域全体 市営住宅

96.1

77.1

94.2

88.9
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（1）コスト状況

①施設別の年間コスト（R1）

市域全体 市営住宅

5,226,787

4,882,455

7,323,724

936,266
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②戸数1戸当たりの年間コスト（R1）

市域全体 市営住宅

50,746

9,398

70,420

34,677
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式見地域センター、福田地域センター西部地区事務所・・・P30

【複数地区】

【地区】

北消防署式見派出所、北消防署小江原出張所・・・・・・・P28

公用施設

(行政事務執行のための施設)





良い点

気になる点

経過年数 42年

 地震に耐えられる建物(耐震性) ○

R1年間コスト 885,192円

北消防署小江原出張所 外観

施設について
消防ポンプ自動車を配備し、地域におい
て、消防、救助活動などを行うための拠
点となっています。

※写真

床面積 205㎡

建築年月 1979年(昭和54年)3月

経過年数 38年

 地震に耐えられる建物(耐震性)

複数地区 消防

北消防署式見派出所 外観

施設について

消防ポンプ自動車を配備し、地域におい
て、消防、救助活動などを行うための拠
点となっています。式見地区ふれあいセ
ンター、式見地域センターが併設されて
います。

床面積 175㎡

建築年月 1983年(昭和58年)3月

○

※写真

良い点

気になる点

R1年間コスト 180,271円
気になることを

メモしましょう

気になることを

メモしましょう
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（1）コスト状況

①施設別の年間コスト（R1）

②床面積1㎡当たりのコスト（R1)

複数地区 消防

885,192

4,328
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良い点

気になる点

エレベーター -

R1年間コスト 620,152円

 地震に耐えられる建物(耐震性) ○

入口スロープ ×

多目的トイレ ×

床面積 56㎡

建築年月 1979年(昭和54年)3月

経過年数 42年

福田地域センター西部地区事務所 外観

施設について
地域における行政窓口で、身近な手続き
や相談を行うところです。

※写真

開庁時間
8：45～17：30

（休庁日：土日祝日、年末年始）

開庁時間
8：45～17：30

（休庁日：土日祝日、年末年始）

地区 行政

式見地域センター 外観

施設について

地域における行政窓口で、身近な手続き
や相談を行うところです。
式見地区ふれあいセンター、北消防署式
見派出所が併設されています。 ※写真

床面積 385㎡

建築年月 1983年(昭和58年)3月

経過年数 38年

 地震に耐えられる建物(耐震性) ○

入口スロープ ○

多目的トイレ ×

良い点

気になる点

エレベーター ○

R1年間コスト 2,377,021円

気になることを

メモしましょう

気になることを

メモしましょう
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（1）コスト状況

①施設別の年間コスト（R1）

複数地区・地区 行政

2,377,021

620,152
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②床面積1㎡当たりの年間コスト（R1）

複数地区・地区 行政

11,074

6,171
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【市域全体】

総合運動公園・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P33

【地区】

小江原台近隣公園・・・・・・・・・・・・・・・・・P33

公園施設





市域全体・地区 運動公園・近隣公園

施設について
近隣公園は、近隣に居住する住民の日常
における憩いの場や避難場所等防災の拠
点として整備されています。

敷地面積 16,022㎡

気になる点

施設について
運動の用に供するため必要な施設で、さ
まざまな競技種目の大会の開催等スポー
ツに特化した公園です。

小江原台近隣公園

多目的トイレ ○

駐車場

多目的トイレ ○

経過年数 29年

総合運動公園

1996年(平成8年)9月

経過年数 24年

開設年月 1991年(平成3年)3月

約800台

良い点

敷地面積 438,000㎡

開設年月

気になる点

駐車場 30台

良い点

気になることを

メモしましょう

気になることを

メモしましょう
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